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冊
既
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の
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漕
い
で
来
た
も
の
で
、
所
載
の
嶌
眞
は
、
當
時
の
本
校
生
徒
の
一
人
た
る
永
村
清
氏
の
寄
贈
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
旅
順
・
大
連
の
二
艘
は
、
そ
の
後
永
く
異
様
を
江
津
湖
上
に
留
め
、
ボ
ー
ト
・
レ
ー
ス
の
際
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
何
時
の
間
に
か
姿
を
消
し
て
了
っ
た
。
や
が
て
そ
の
こ
と
が
時
折
生
徒
間
の
噂
に
上
る
や
う
に
な
っ
た
が
、
は
か
ら
ず
も
大
正
一
一
年
度
寵
南
會
新
委
員
選
學
場
裡
に
於
て
表
面
化
し
て
、
大
問
題
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
の
消
息
を
漏
す
こ
と
は
、
色
々
の
方
面
に
差
障
り
も
あ
る
の
で
、
同
年
一
一
一
月
十
五
日
發
行
の
第
百
四
十
九
號
所
載
「
龍
南
の
春
は
未
だ
來
ら
ず
」
「
吾
人
の
見
た
ろ
端
艇
事
件
」
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。
八
私
的
の
諸
會
本
校
部
の
龍
南
會
、
醤
學
部
の
研
矯
會
、
工
學
部
の
エ
友
會
を
公
的
の
も
の
と
す
れ
ば
、
此
等
に
對
す
る
私
的
の
も
の
と
し
て
、
龍
南
會
成
立
の
過
程
た
る
金
蘭
會
・
研
志
會
・
盤
創
會
・
土
曜
會
や
、
九
州
史
談
會
・
中
堅
會
等
に
就
い
て
は
醜
に
記
し
た
。
而
し
て
歴
史
に
於
て
古
く
．
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
も
の
仁
は
、
熊
本
高
等
學
校
基
督
教
育
年
會
（
｜
名
花
陵
會
、
後
、
第
五
高
等
學
校
青
年
會
花
陵
會
と
改
む
）
と
、
大
日
本
佛
教
青
年
會
熊
本
支
部
（
後
の
五
高
佛
教
育
年
會
）
と
が
あ
る
。
そ
の
外
、
硯
友
會
・
有
絡
會
・
紫
漠
吟
肚
・
紅
葉
會
。
少
詩
會
。
黍
東
會
・
白
雨
會
・
二
葉
會
・
青
柳
會
・
龍
南
短
歌
會
・
白
路
社
・
砒
會
科
學
研
究
會
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
會
。
東
光
會
・
童
話
會
・
科
學
同
好
會
・
映
霞
同
好
會
・
哲
學
研
究
會
・
誉
籠
献
・
吟
詠
會
・
洗
心
會
等
、
数
へ
来
れ
ば
流
石
に
五
十
年
の
間
に
は
、
時
代
と
好
尚
と
に
従
っ
て
、
色
々
の
會
が
生
滅
隆
替
し
た
。
而
し
て
之
が
調
査
研
究
は
、
龍
南
精
赫
運
動
史
上
か
ら
見
て
も
、
相
當
興
味
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
凡
て
を
網
羅
詳
述
す
る
こ
と
は
、
本
書
編
纂
の
第
一
義
と
す
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
龍
南
會
雑
誌
を
通
覧
す
る
間
に
見
出
し
た
も
の
の
中
、
特
色
あ
る
も
の
の
み
に
就
い
て
、
略
記
す
る
こ
と
に
し
第
一
章
補
遺
四
六
九
，
第
一
章
補
遺
八
榛
ギ
グ
一
艘
（
長
三
十
尺
幅
六
尺
玉
寸
）
右
貴
府
收
容
端
艇
本
校
生
徒
操
艇
術
練
智
之
爲
〆
備
些
度
候
一
一
付
御
差
支
無
之
候
ハ
正
確
に
記
せ
ば
、
、
ハ
ー
ヂ
の
方
は
、
長
さ
一
一
一
十
四
灰
四
吋
、
槁
八
沢
四
吋
、
深
き
四
源
？
(順旅は後、連大は前＞-ダッカの上湖藍
二
候
一
一
付
御
差
支
無
之
候
ハ
、
御
讓
與
相
成
度
此
段
及
御
照
會
候
也
幅
八
沢
四
吋
、
深
き
四
呪
八
吋
、
積
量
一
千
立
方
呪
張
、
オ
レ
ゴ
ン
。
、
ハ
ィ
ン
製
、
ギ
グ
の
方
は
、
長
さ
一
一
一
十
一
呪
、
幅
六
沢
十
吋
、
深
さ
一
一
一
沢
一
一
吋
、
（
積
量
不
明
）
、
テ
ィ
ク
材
製
で
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
の
希
望
は
達
せ
ら
れ
た
が
、
パ
ー
ヂ
の
方
は
、
帆
そ
の
他
調
製
す
る
必
要
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
製
式
等
不
明
に
付
、
廻
航
の
篤
佐
世
保
に
滞
留
中
の
生
徒
富
田
定
箒
・
吉
田
久
太
郎
両
人
へ
指
圖
を
乞
ふ
旨
の
依
頼
状
を
出
し
、
七
月
末
ま
で
に
佐
世
保
町
字
濱
田
町
海
岸
通
船
繋
留
場
に
於
て
修
理
を
施
し
、
前
者
に
は
旅
順
、
後
者
に
は
大
連
と
命
名
、
八
月
一
一
日
、
｜
旦
百
貫
港
に
廻
遥
の
上
、
］
｜
｜
日
、
百
貨
港
を
發
し
、
四
日
、
無
事
江
津
湖
に
安
着
し
た
。
廻
漕
の
際
妃
は
、
握
飯
一
一
髄
、
菓
子
類
四
箱
、
梨
及
び
鶏
卵
数
十
箇
、
寶
丹
數
袋
、
飲
料
水
十
餘
瓶
、
照
前
燈
四
箇
・
蝋
燭
數
斤
等
を
傭
へ
、
本
校
生
徒
十
六
名
の
外
、
元
本
校
生
徒
一
名
、
商
船
學
校
生
徒
一
一
名
、
攻
玉
祗
生
徒
一
名
、
濟
々
曇
生
徒
玉
名
、
數
學
院
及
び
鵬
翼
含
生
徒
五
名
、
凡
て
三
十
名
の
青
年
が
、
非
常
な
る
意
氣
込
を
以
マ
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：
‐
佛
教
青
年
會花
陵
會
紫
浜
吟
肚
有絡》博
硯
友
會
紅
葉
會
龍南短歌
會白
路
杜
エスペ｜フ
榊卜研究
泰
東
曾
二
葉
・
曾
青
柳
曾
白
雨
倉
枇會科學
研究倉
が見えてゐる。
○小詩會（和歌）明治一一一十六年十一刑一一十五日發行の第百二號以後、四十年十一一月一一十五日發行の第百一一十一一一
小
詩
會
○硯友會（詩歌文章）明治一一十五年五月一一十日發行の龍南會雑誌に擦れば、一「「我校に於て詩歌文章に希望あろ
もの毎月一同或は山荘に或は水邊に或は郊外に筆硯紙墨を携へて相會し優樂吟味以て絡日の快を遣る會員一一十除
名」とあり、明治一一十八・九年本校一覧には丹雑誌部附屡硯友會綱領」までも掲げてある。
○五高佛教育年會明治二十五・六年頃の創立と博へられてゐる。當初は大日本佛教育年會熊本支部と名づけ
られ、三十一一一年、五高佛教育年會と改稀、大正一一年には、市内長安寺町に待望の會館も竣功するの盛況を呈した
が、往年會館を寶却して後は、昔日の梯もないやうである。
○有絡會明治二十六年一一月一一十七日發行の雑誌に依れば、秋月教授を中心とする豫科一級生の會合で、「倫理
を講明し、修身を賞行すること」を目的せる特殊的のものである。
○花陵會明治一一十九年五月一一十三日、七人の盟友が、花岡山に連なる萬日山に於て、黙祷を捧げ盟約を結ん
だのが、本會の起原である。かくて明治四十年十一月一一日を以て，會館の落成式を暴行し、後之が改築を行ひ、
以て今日に及んでゐる。若し夫れ信仰生活の内容に至りては、絃には言明を避けたい。
○紫漠吟祇（短歌俳句）明治三十一一年十月一一十五日發行の雑誌に從へば、数年前一一一一一の發句熱心家に依りて創
設せられたもので、四十年十一一月一一十五日發行の第百一一十三號まで詠草を寄せてゐる。夏目教授（一一九’一一一六）
と消長を共にせることは申すまでもない。
○紅葉會（和歌）明治一一一十一一年、文科一一年生の創立に懸ｂ、三十五年十一一月一一十一日發行第九十六號まで詠草
た
こ
號まで詠草を掲げてゐる。
○泰東會犬正二年五月二十五日、縣立圖書館階上に於て、盛大なる發會式を墨げたＣ在熊中華民國留畢生と
の連絡を計ることを目的とするものである。（同年六月號参看）
○白雨會（文學・繪誓・考古學・ロシア語等）大正一一年、主として第一部（法・文）生徒間に於て組織せられ、
展覧倉を催したこともある。
○二葉會（洋豊）大正七年五月の創立で今日まで作品の展覧會を催してゐる。
○青柳倉（一音楽）大正七年五月一一十四日の發會で、尺八中心の一一口樂會であるが、其後の消息は不明。
○龍南短歌會組織の内雰は分らぬが、大正八年十一一月一一十一一一日發行の雑誌に、第一同詠草を載せてゐる。
○白路枇（短歌）大正九年十一月一一十九日、市公會堂に於て、第一同の會合を爲し、次いで「白路」を刊行、
同人の外に、賛助員中には、教授を始めとして名流の名も連ねてゐる。
○杜會科學研究會大正十一年、数名の同志の間に結成せられ、一時相懲の會員を有してゐたが、同十一一一年十
られ土。
○枇會科學研究會大手
一一刃、解散を命ぜられに。
○エスペラント研究會
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○洸心會（書道）昭和九生
洸掃せんとするものである。
以上の外、大正五年頃の「龍嶺怒號會」、同十年頃のクラス同入舎「蘇鳴會」（國文研究）、同十五年頃の「山上Ｌ
（短歌）、「蘂」（詩）・「一一一四郭」（創作）等の同人會に至るまでを列學すれば、可なりの数に上るであらう。又ｙ
各種の會には、顕間若くは賛助員として教授の名も記されてゐるものも少くないが、悉く省略した。
九
來
狡
の
名
士
畏くも今上陛下の行幸や、各宮殿下の台臨に就いては、或は一章を設け耐或は一節を充て，或は本章第一項
に識記したが、文部大臣や大隈伯（後の侯爵）を始めとして幾多名士の来校があったことも、在學賞時の人狩
には、夫々の記憶があるであらう。故に前記の杉浦・濱尾二氏等を除き、主として學校の記録や龍南會雑誌等に
散見する主なる人々を、年代順に列墨することも、弧ち無川の業ではないと凪ふ。而して各種の式日に臨場せる
人々を記すことは、煩に堪へないので之を略することとした。９印は本校卒業生）
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遺
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○
哲
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研
究
會
昭
和
十
年
記の請書倉と同様である。
に及んでゐる・理科生徒を中心とする一」とは一一一一戸ふまでもない。
○吟味會龍南會創立以前に測るべきものであらうか、誉籠祗の一部として再興されたの峰昭和九年五川の
ことであり、後濁立して、〈Ｔ日まで毎週會合してゐる。
○洸心會（書道）昭和九年十一月二十日の夜、生徒集會所に於て發會式を暴行，毎週一回、智書の裡に俗腸を
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○束光會大正十一一年四月二十日設立許可、同志六七名の結合を以て成り、
演會を開いた。爾来十五年、永績せる戦に於ては、基・佛二會に亜ぐもＤＦ
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(響氏峰蘇富徳）約規舎光束
〕后志六七名の結合を以て成り、同年五月七日、發會式を兼ねて議
そは、基・佛二會に亜ぐものであり、依然として立田山荘に本部を
置いてゐる。而して規約は、往年穗冨蘇峰氏蹄縣の際、揮毫を乞う
・たものである。
○章話會昭和元年發會研熊本螺教育會明麗舘に於ける日畷オト
ギ會の外、春秋二季の大會をも開いてゐたが、近年》ての消息を耳に
しない。
○映薑同好會昭和四年七月發行の寵南第二百十號に依れば、起
原未詳、曾て一年足らずの間存在せる五高映護研究倉を併合したも
ので會員の最も多いのは、時代の然らしむる所であらう。
○哲學請書會昭和四年成立、｜年にして絡了、十一名の氏名が
録せられてゐる。
○誉龍祗（坐輝）昭和八年十一月五日、坪井見性寺に於て結盟式
を暴行、爾来同寺に於て毎週坐輝、今日に及んでゐる。坐輝を根抵
として、人格の陶冶を期するを以て目的としてゐる。
○科學同好會昭和九年一一月一日を以て發會式を暴行、爾来今日
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